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アイドルグループである AKB48 を意識していることはバ
レバレですが、私がパス医療にのめり込んだ（魅了された）
大きな 3 つのきっかけと私の年齢（講師依頼時）を指して
おり、まさしく「私とクリニカルパス」と置き換えること
ができるわけです。その 3 つとは、J：褥瘡、T：トヨタ
記念病院、S：副島秀久先生と済生会熊本病院です。

私がパスに関わることになった（私の人生プランが逸れ
始めた）のは、褥瘡パスの作成を依頼されたことに始まり
ます。今から 14 年前の 1998 年に東海地区でパスに関わる
勉強会が開かれ、なぜか？褥瘡治療のパスを作成すること
が参加病院に課題として出されました。そして当時、形成
外科医として褥瘡治療（主に再建手術）に携わっていた私
にその役目が回ってきたわけです。気軽な気持ちで引き受
けたものの、現在でもその作成と使用が難しいといわれて
いる褥瘡パスを、パスの存在すら知らなかった私が作成に
取り掛かったわけですので、その大変さというか無謀さは
容易に想像できるでしょう。褥瘡治療の介入プロセスは再
建手術だけでなく保存的治療があり、むしろ後者が主体で
あること、そして看護師さんの日々の観察やケアを抜きに
は治療が成り立たないことを思い知らされました。そのよ
うなプロセスだからこそパスの作成や実際の使用にあたっ
ては、自然と看護師さんと密に話し合いを持つことになり
ました。今でこそほとんどの病院にある褥瘡対策チームや
褥瘡回診も、当時は管理栄養士さんや理学療法士さんを巻
き込んでサークル活動のように楽しみながらはじめたもの
でした。この時の経験が外科系医師である私に、手術治療
プロセスとは異なる内科的治療プロセスの感覚を養わせる
とともに、多職種によるチーム医療の大切さを実感するこ
とになったわけですが、当時はこれがその後の院内・院外
におけるパス活動に大きく役立つことになるとは思いもよ
りませんでした。

その後、2001 年に院内パス活動が大きく変わることに
なりました。組織横断的なパス活動の必要性から正式な委
員会が発足し、病院方針にパス医療推進が盛り込まれたの
です。委員長としての責務、
病院方針という後ろ盾、そし
て 2003 年に導入された電子
カルテ（電子
パス）の準備
と運用が、パ
ス活動に取り
組むモチベー
ションを高く
維持させてく
れました。
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2012 年 11 月 17 日にパススペシャルセミナー（通称：
福井パスペ）が開催されます。このセミナーは福井総合病
院パス入門講座 in スパ（パスパ）の開催 20 回を記念して
企画された特別講演会です。パスパに参加し、濃密で有意
義な時間を経験した学会員はかなりの数に上るのではない
でしょうか !?

今回、光栄なことに福井パスペの講師の 1 人に選んでい
ただきました。冒頭のタイトルはこのセミナーにおける私
の演題名です。主催者の勝尾先生から「パスと私の関わり」

「パスで私の人生がこのように変わりました」といった内
容をおもしろおかしくしゃべって欲しいと依頼があり、奇
をてらった演題名にしてしまいました（後から他の講演者
のまじめな演題名を知って少し後悔！）。JTS48 は、人気

また、地域連携パスについての話を伺い、在宅医療へ移
行するケースでは特にクリニカルパスの作成や、運用の普
及に向けて取り組むことも重要であると感じました。その
ためには、それぞれの病院で取り組んでいるクリニカルパ
スを、周辺病院との連携や密な情報交換ができる体制があ
れば、お互いの問題点を出し合い、共に改善策を考えるこ
とができ、よりよいクリニカルパスができると思いました。

あっという間の 4 時間でした。暑い中 8 名のスタッフと
参加し、帰り道ではそれ以上に熱く当院のパスについて語
り合いました。セミナーを企画・運営していただいた先生
方に感謝いたします。

岡本泰岳 先生


